
議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。

パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “みなのまち議会だより”で検索してください。

次回のライトアップは
１１月の予定だよ♪
　　楽しみにしてね〜♥

み〜な

今年度に予算化した恒久電源設備が完成し、初め

てのライトアップ。ヒーリングナイトでは、日野澤大

神社御神楽や、地元婦人会の皆さんによるおもて

なしを多くの方に喜んでいただきました。

P.5
P.7

P.2
P.3

P.4

日野沢地区 「秩父華厳の滝」
ライトアップ 　ヒーリングナイト

-
-町に聞きました

　４名の議員が一般質問

町内視察報告

定例会の主な質疑

総務教育厚生常任委員会

産業建設常任委員会

令和元年６月定例会
2019年８月１日発行

第30号
埼玉県皆野町議会

7/6夜 降雨のため、日野澤大神社 社殿で行われた神楽（大黒舞）
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皆野中学校を訪問
　対応は新井校長、加藤教頭、馬場主幹の3

名です。挨拶後、数学、英語、歴史、俳句等

の授業を視察。特に英語では「話せる英語」

を目標にフリップを使い、場面ごとでの英語を

全員で話していました。この授業なら外国人と

話せると思いました。会議室に戻り、3名の先

生から学校経営の基本方針８項目の説明を伺

い、授業を先に見たことで方針のひとつ、先生

と生徒との一体感、つなぐ、を実感しました。

令和になって初めての学校訪問
　　　　　　　委員長  宮前　司

総務教育厚生常　任
委員会

町の仕事は多岐にわたり、すべての議員が

本会議で審議するには、大変な時間がかか

ります。そこで、効率的かつ専門的に調査

し、審査を行う 「常任委員会」を設置して

います。

今号では、常任委員会での審査内容を町民

の皆さんに知っていただけるよう、常任委

員会の特集ページを設けました。

月６24

「話せる英語」を目標にがんばる中学生。

笑顔と活気あふれる授業風景に新鮮さも

感じました。

お試し居住用住宅視察

　みらい創造課の対応です。２LDKで、DIY

を施し、床も壁もきれいになっていました。皆

野町に住んでみたい人のための体験住宅で、

今まで１組の体験者があり、今後5組の申し

込みがあるそうです。

学校給食センターで昼食

　お米が主食で、マーボー豆腐、ワカメとシー

チキンの和え物、牛乳、ゼリーをおいしくいた

だきました。



3

 令和元年 第２回（６月）定例会

令
和
元
年
８
月
１
日
発
行

常
任
委
員
会 

町
内
視
察

６
月
定
例
会
の
主
な
審
議

４
名
が
登
壇　
一
般
質
問

活動をお知らせします
常任委員会の

産 業 建 設 常　任
委員会

　平成30年度に施工された主な13件の工事・

事業を視察しました。文化会館設備、定住促進事

業、狭あい道路の拡幅や側溝整備工事、擁
ようへき

壁工事、

路面改良工事等、さまざまな事業を確認しました。

　大渕地内の町道国神128号線は立派な擁
ようへき

壁を

設け、道路が拡幅され2年がかりで完工されまし

た。また親鼻地内での町道皆野59号線も拡幅さ

れ、側溝も整備されました。当所は本年度におい

て中間にある踏切の拡幅・改良に向けて秩父鉄道

と計画中で、工事実施は今秋の見通しです。

　今年度も各所の現地に合わせた工事が安全確

保・現場管理の徹底の元、着実に遂行されていく

よう期待します。

　なお、新規就農者耕作地も訪問いたしました。

平成30年度工事実施箇所等を視察
　　　　　　委員長  小杉修一

常任委員会では、
分野別に少人数で
詳しく話し合っています

火 7 2

大渕地内の町道国神128号線道路改良工事を視察。
道路幅は以前の約２倍に広がりました。

舗装補修工事が完了した
町道金沢１号線

地滑り区域のため、施工に配慮した
町道三沢66号線

完成が待たれる踏切工事
町道皆野59号線

改修工事が進む文化会館の
調光室で説明を受ける

三沢地区の新規就農者の畑にて

１メートルほど拡幅された
町道皆野35号線
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令
和
元
年
第
２
回
皆
野
町
議
会
定
例
会
は
６
月
18
日
に
開
催
さ
れ
、

町
長
提
出
議
案
10
件
（
議
案
６
件
・
承
認
３
件
・
同
意
１
件
）
を
審
議

し
ま
し
た
。
ま
た
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
４
名
が
登
壇
し
、

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

質
疑

国
庫
補
助
金
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
業
の
具
体
的
な

発
行
と
使
い
方
、
対
象
者
数

を
伺
い
ま
す
。

答
弁

対
象
者
は
非
課
税
世

帯
と
子
育
て
世
帯
（
３
歳
未

満
の
世
帯
）
で
す
。
対
象
者

に
申
請
の
案
内
を
送
り
、
手

続
き
を
し
た
人
に
引
換
券
を

送
り
ま
す
。
商
工
会
で
商
品

券
を
発
行
し
、
販
売
は
郵
便

局
を
考
え
て
い
ま
す
。
２
万

円
で
２
万
５
０
０
０
円
の
商

品
券
と
交
換
で
き
ま
す
。
対

象
者
数
は
合
わ
せ
て
２
１
０

０
件
を
想
定
し
た
予
算
と
し

て
い
ま
す
。

質
疑

ポ
ピ
ー
ま
つ
り
の
期

間
中
の
土
・
日
、
バ
ス
の
発

着
所
に
職
員
を
配
置
し
て
い

ま
し
た
が
、
給
料
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す

か
。

答
弁

期
間
中
、
土
・
日
６
日
間
シ
ャ
ト

ル
バ
ス
の
運
行
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
町
の
公
務

と
し
て
当
た
っ
て
い
る
２

〜
３
人
の
職
員
は
平
日

に
週
休
振
替
を
し
、
時

間
外
手
当
は
発
生
し
て

い
ま
せ
ん
。

質
疑

ポ
ピ
ー
ま
つ
り
と

町
内
の
オ
ー
プ
ン
ガ
ー

デ
ン
を
巡
る
企
画
や

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
を

巡
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の

企
画
が
行
わ
れ
、
多
く

の
人
が
参
加
さ
れ
、
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
ぜ
ひ
来
年
も
や
っ
て
ほ

し
い
」
と
い
う
声
を
聞

い
て
い
ま
す
。

答
弁

今
回
の
こ
と
を
ふ

ま
え
、
十
分
検
証
し
て
、

来
年
も
よ
り
よ
い
企
画
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　北海道鹿部町議会の皆さん（総勢10名）が、

「子育て支援」「人材育成・生涯教育事業」

の行政視察のため、皆野町を訪れました。

　それぞれの事業について、教育長、健康

福祉課長、教育次長、指導主事の説明の後、

意見交換を行いました。皆野町議会でも毎年、

研修内容を精査し、さまざまな先進地を訪れ

ていますが、皆野町が視察先に選んでもらえ

ることは、とても誇らしいことです。

　子育て支援事業や人材育成、グローバル

教育の推進はもちろんですが、糖尿病対策

など、皆野町の取り組んできた施策を広く伝

えることに努めていきたいと思います。

北海道鹿
しかべちょう

部町議会、来訪（5/15）

「若い世代」に魅力ある町をめざして

6月
定例会

プレミアム付商品券の発行
補正予算1450万円消費税増税対策

行政視察受入

天空のポピー［彩の国ふれあい牧場（秩父高原牧場）］
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 令和元年 第２回（６月）定例会

令
和
元
年
８
月
１
日
発
行

発
議

町

長

提

出

議

案

請
願

※（○は賛成、×は反対、欠は欠席）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

令和元年第２回定例会（６月18日）で

審議された議案と議員の賛否
結果

大
塚
鉄
也

林　

太
平

小
杉
修
一

宮
前　

司

常
山
知
子

若
林
光
雄

新
井
達
男

大
澤
径
子

四
方
田
実

内
海
勝
男

宮
原
睦
夫

大
澤
金
作

皆野町介護保険条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可 決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和元年度皆野町一般会計補正予算（第１号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ー

令和元年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第１号） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ー

町道路線の認定について 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ー

町道路線の廃止及び認定について（２件） 可 決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ー

専決処分の承認を求めることについて
　（皆野町税条例等の一部を改正する条例）

承 認 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ー

専決処分の承認を求めることについて
　（皆野町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

承 認 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ー

専決処分の承認を求めることについて
　（平成30年度 皆野町一般会計補正予算（第６号））

承 認 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ー

教育委員会委員の任命について 同 意 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ー

生態系への影響が指摘されているネオニコチノイド
系農薬の規制を求める意見書の提出を求める請願

採 択 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ー

生態系への影響が指摘されているネオニコチノイド
系農薬の規制を求める意見書

可 決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ー

［報告］秩父広域市町村圏組合議会
① 5/21 全員協議会  ② 5/28 臨時会 

①全員協議会開催、組合議員の補欠選挙結果と議
会臨時会管理者提出議案の概要説明４件の諸報告。
議会運営の議席、常任委員会、議会人事、行政視
察について説明。　②議長に宮原睦夫議員、副議
長に黒澤秀之議員を選任したほか、常任委員会を

選任。ほか監査委員の選任を含む４件を審議、全
て原案どおり可決。  　　　　　　　  （四方田 実）

生態系への影響が指摘される
ネオニコチノイド系農薬の規
制を求める意見書の提出

　ネオニコチノイド系農薬は、果樹などの農作

物や植物の受粉を媒介する貴重なミツバチの大

量死の有力な原因物質として生態系への影響が

指摘されており、農作物の内部

への浸透性が人間への健康被害

への懸念を広げています。その

ような状況において、将来にお

ける予防的原則に立って、その

使用規制を行うよう国に求める意見書の提出の

発議が、全会一致で可決されました。

「こんにちは 県議会です」

［報告］皆野・長瀞下水道組合 5/31 臨時会

長瀞町議会議員選挙に伴う新たな下水道議員を選
出。
 板谷定美議員・井上悟史議員・野原隆男議員・
　岩田　務議員

　 　（宮前 司）

常
任
委
員
会 

町
内
視
察

６
月
定
例
会
の
主
な
審
議

４
名
が
登
壇　
一
般
質
問

日曜日・午前10:00〜10:15 県議会に関するさまざま情報をタイムリーに放送中

※副議長に野原議員を選出

 教育委員会委員の任命に同意しました　教育委員会委員 堀口元近氏（皆野町大字三沢）
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 令和元年 第２回（６月）定例会

（＊）中山間地域等直接支払制度とは…中山間地の耕作放棄地の発生防止や解消を図り、適切な農業生産活動の維持を通して多面的機
能を確保する観点から、平地に比べて傾斜地が多いなど農業生産条件が不利な農地について、集落等が維持・管理していく協定をつ
くり、これに従って5年以上継続して農業生産活動等の作業が実施されることを条件に交付金が集落等に支払われる国の制度です。
集落等に支払われた交付金は、共同で行う農業生産活動費や農地の耕作者への支払等に使用されます。

質
問

桜
谷
地
区
の
山
の
斜
面
に
看
板

が
あ
り
ま
す
。
発
足
当
時
は
、

地
域
の
有
志
何
人
か
で
補
助
金
を
受

け
、
斜
面
の
開
発
を
始
め
、
東
屋
等
も

建
て
活
動
を
続
け
る
こ
と
数
年
、
長
年

の
苦
労
が
実
り
、
植
栽
し
た
ツ
ツ
ジ
や

サ
ツ
キ
も
見
事
な
も
の
に
な
り
ま
し
た

が
、
経
年
劣
化
で
整
備
し
た
東
屋
等

が
傷
ん
で
き
ま
し
た
。

　

「
花
と
香
り
の
森 

桜
ケ
谷
」
の
看

板
の
と
お
り
よ
い
所
な
の
で
、
最
近
は

写
真
愛
好
家
を
は
じ
め
、
桜
谷
の
花
々

を
見
に
来

る
人
も
多

く
な
り
ま

し
た
。
し

か
し
、
斜

面
の
尾
根

に
大
き
な

ク
ヌ
ギ
等

の
木
が
あ

り
、
そ
れ

が
視
界
を

遮さ
え
ぎる

た
め
、訪
れ
る
多
く
の
方
か
ら
「
こ

れ
ら
を
伐
採
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
雲
海

ス
ポ
ッ
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
か
」
と

言
わ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
資
金
の
問
題
で
す
が
、
周
辺

整
備
、
木
の
伐
採
等
を
行
う
に
も
高
齢

化
が
進
み
、
地
域
の
方
々
の
負
担
が
大

き
い
わ
け
で
す
。
町
と
し
て
ど
う
考
え

る
か
を
伺
い
ま
す
。

　

な
お
、
木
を
切
る
場
合
、
地
権
者

か
ら
は
了
解
は
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

答
弁

桜
谷
地
区
で
は
当
初
か
ら
、
補

助
金
活
用
を
農
産
物
の
生
産
活

動
の
ほ
か
周
辺
林
地
の
管
理
な
ど
、
自

然
環
境
の
保
全
や
良
好
な
景
観
の
形
成

を
目
的
と
し
、「
花
と
香
り
の
森
」
も
そ

の
中
で
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。
よ
っ
て

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
（
＊
）

で
対
応
し
て
い
た
だ
く
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。
集
落
協
定
参
加
者
の
合
意
形

成
が
大
前
提
と
な
り
、
届
け
出
等
手
続

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

産
業
観
光
課
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

「
町
報
み
な
の
」
の

有
料
広
告
に
つ
い
て

「
花秩

父
盆
地
を
見
下
ろ
す

の
里
つ
く
り
」の

 

現
状

小こ

杉す
ぎ 

修し
ゅ
う

一い
ち

林は
や
し　

太た

へ

い平

  
質
問

町
報
の
有
料
広
告
は
こ
の

数
ヵ
月
、
町
外
一
事
業
者
の
み

の
利
用
。
せ
っ
か
く
な
の
で
、
広
告
欄

を
ペ
ー
ジ
の
半
分
位
ま
で
賑
わ
わ
せ

て
ほ
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
。

答
弁

町
報
広
告
欄
は
地
元
で
活
動

す
る
皆
様
の
事
業
の
一
助
に
な

れ
ば
と
い
う
目
的
で
企
画
さ
れ
、
５
㎝

×
18
㎝
の
枠
で
1
回
1
万
円
、
半
分

サ
イ
ズ
枠
で
５
０
０
０
円
で
す
。
毎
月

町
内
外
計
３
９
２
４
世
帯
・
事
業
所

に
配
ら
れ
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
に

積
極
的
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う

に
進
め
て
い
き
ま
す
。

質
問

実
際
、
長
瀞
幼
稚
園
さ
ん
の

広
告
が
目
立
つ
現
状
で
す
が
、

園
児
減
少
を
考
え
た
と
き
、
皆
野
幼

稚
園
は
広
告
を
し
な
い
の
で
す
か
。

答
弁

皆
野
幼
稚
園
で
は
「
魅
力
あ

る
幼
稚
園
に
」
を
重
点
施
策

に
掲
げ
、
生
き
た
英
語
と
自
然
に
触

れ
る
体
験
、
預
か
り
保
育
の
充
実
に

取
り
組
み
、
ま
た
幼
児
教
育
は
基
本

的
な
生
活
習
慣
や
興
味
関
心
、
周
り

の
人
と
の
関
係
な
ど
の
大
切
な
基
礎

を
身
に
つ
け
る
重
要
な
時
期
。
来
年

度
募
集
に
向
け
、
教
育
方
針
や
幼
稚

園
の
魅
力
を
掲
載
し
、
多
く
の
保
護

者
に
伝
え
て
い
く
予
定
で
す
。

 
通
学
路
に
は
最
適
な
道
を 

質
問

町
内
に
は
、
民
間
の
業
者
が

住
宅
分
譲
の
た
め
に
整
備
し

た
県
土
整
備
事
務
所
認
可
の
位
置
指

定
道
路
が
あ
り
ま
す
が
、
一
般
の
通
行

に
対
す
る
制
限
は
。

答
弁

熊
谷
建
築
安
全
セ
ン
タ
ー
秩

父
駐
在
（
秩
父
県
土
整
備
事

務
所
内
）
に
よ
る
と
、
位
置
指
定
道

路
の
通
行
を
制
限
す
る
規
定
は
な
い

と
の
こ
と
で
す
。

質
問

位
置
指
定
道
路
が
通
学
路
に

適
す
る
場
合
は
、
利
用
で
き

る
よ
う
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
。

答
弁

小
学
校
に
伝
え
、
要
検
討
の
方

向
で
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
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１
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発
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7

町の考えを聞きました「一般質問」

常
任
委
員
会 

町
内
視
察

６
月
定
例
会
の
主
な
審
議

４
名
が
登
壇　
一
般
質
問

質
問

普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
て

い
る
学
校
司
書
配
置
分
を
予

算
化
す
る
考
え
は
。

答
弁

さ
ま
ざ
ま
な
教
育
課
題
を
考

慮
し
、
今
後
も
さ
ら
に
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

質
問

文
部
科
学
省
は
小
・
中
学
校

に
学
校
司
書
を
１
・
５
校
に

１
名
程
度
配
置
す
る
こ
と
が
可
能
な

財
政
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。
学
校

司
書
配
置
分
の
算
定
金
額
は
い
く
ら

で
す
か
。

答
弁

平
成
30
年
度
分
で
１
６
５
万

１
０
０
０
円
で
す
。

質
問

こ
の
金
額
は
司
書
１
・
５
名
分

の
配
置
金
額
で
す
。
町
か
ら

同
額
を
出
し
、
３
名
の
司
書
配
置
分

を
予
算
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁

十
分
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

質
問

児
童
・
生
徒
の
読
書
に
対
す

る
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
ど
ん
な
対
策
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
弁

皆
野
町
こ
ど
も
図
書
活
動
推

進
計
画
を
策
定
し
、
子
ど
も

達
が
読
書
に
親
し
む
た
め
の
推
進
体

制
の
整
備
に
つ
い
て
示
し
ま
し
た
。
各

学
校
が
創
意
工
夫
を
し
、
読
書
好
き

な
子
ど
も
を
増
や
す
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

質
問

県
内
の
三
芳
町
立
唐
沢
小
学

校
図
書
館
を
視
察
し
、
子
ど

も
が
中
心
に
な
っ
て
学
校
図
書
館
を

つ
く
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
努
力
を

し
て
い
る
司
書
の
活
動
を
見
て
き
ま

し
た
。
司
書
を
配
置
す
る
こ
と
は
、

子
ど
も
達
の
読
書
に
対
す
る
意
欲
を

さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
手
助
け
に
な
る

と
思
い
ま
す
。

答
弁

図
書
館
教
育
は
非
常
に
大
事

で
す
が
、
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
充
実
な
ど
、
そ
れ
を
優
先
し
て
い
き

ま
す
。

＊
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」 

に
つ
い
て
も
質
問
を
し
ま
し
た

常つ
ね
や
ま山 

知と
も

子こ

　

昨
年
度
、
町
長
の
諮
問
機
関
で
あ

る
「
み
な
の
魅
力
発
掘
・
創
造
会
議
」

か
ら
①
本
町
商
店
街
の
再
生 

②
旧

日
野
沢
小
学
校
跡
地
の
利
用
整
備 

③
秩
父
音
頭
と
俳
句
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
答
申
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
紙
面
の
都
合
上
「
本
町
商
店
街

の
再
生
」
に
つ
い
て
の
み
要
旨
を
報

告
し
ま
す
。

質
問

本
町
商
店
街
の
再
生
に
つ
い

て
の
答
申
内
容
と
、
答
申
に

対
す
る
町
長
の
考
え
と
今
後
の
施
策

反
映
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

答
弁

本
町
商
店
街
の
再
生
に
つ
い

て
、
①
秩
父
音
頭
の
櫓

や
ぐ
ら

を
イ

メ
ー
ジ
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
に
よ

る
街
並
み
の
再
生　

②
観
光
情
報
拠

点
と
し
て
の
町
営
バ
ス
発
着
所
の
充

実
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
す
で
に

町
営
バ
ス
発
着
所
の
整
備
に
着
手
し

て
い
ま
す
が
、
町
営
バ
ス
発
着
所
を

改
修
し
て
観
光
ト
イ
レ
を
備
え
た
観

光
情
報
館
を
整
備
す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
秩
父
音
頭
の
櫓
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
設
置
な
ど
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

質
問

櫓
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
設
置
も
一
つ

の
方
法
で
あ
る
と
思
う
が
、
イ

ン
パ
ク
ト
が
弱
い
の
で
は
。
昨
年
の

「
入
り
込
み
観
光
客
数
」
は
、
皆
野
町

が
52
万
人
、
長
瀞
町
２
９
９
万
人
、

秩
父
市
が
５
６
０
万
人
。
こ
う
し
た

観
光
客
の
回
遊
施
設
と
し
て
も
「
秩

父
音
頭
ふ
る
さ
と
館
」
を
本
町
商
店

街
に
検
討
す
べ
き
で
は
。

　

「
矢
尾
跡
地
」
の
近
く
に
は
町
有
地

も
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
に
通
じ
る
町

道
整
備
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
考

え
か
。

答
弁

確
か
に
町
有
地
も
あ
り
ま
す

し
、
矢
尾
さ
ん
が
建
物
を
解

体
し
て
い
る
現
在
、
町
道
拡
幅
の
協

力
要
請
は
、
す
で
に
依
頼
済
み
で
す
。

施
設
整
備
は
、
商
工
会
や
役
場
内
部

で
よ
く
検
討
し
て
い
き
た
い
。

内う
ち
か
い海 

勝か
つ

男お

普
通
交
付
税
を
予
算
化

し
、
学
校
司
書
配
置
を

「
秩
父
音
頭
ふ
る
さ
と
館
」
整
備

に
よ
る
本
町
商
店
街
の
再
生
を
！
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本会議の日程や
傍聴のご案内、
議会構成などは
議会ホームページ
でご覧になれます

議
会
だ
よ
り
は
 年

４
回
（
２
月
・
５
月
・
８
月
・
1
1
月
）
発
行
で
す

近年、高齢者の運転ミス
による取り返しのつかな
い事故が多 あ々り、免許証返納者も全国的に
増えています。我が家でも家族で議論し、次
の母の誕生日には免許証返納を考えるとのこと
です。そんな中、返納したときだけの６000円で、
後はどのようにしたら良いのか？ 交通の便が悪
い人は？ 等が話題になりました。今後、町で真
剣に取り組む必要有だと思います。（大塚鉄也）

次の定例会は
9月中旬頃の予定です

gikai@town.minano.saitama.jp

Fax 0494-62-2791

議会だよりへのご意見をお寄せください

委 員 長 常山知子 　

副委員長 林　太平
委　　員 大澤径子
　　    若林光雄
　　    宮前　司
　　    小杉修一 皆 野 町 議 会
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（議会事務局宛）

会
議
室

会
議
室

会
議
室

委
員
会
室

議 場

議
会
事
務
局

正
副

議
長
室

応
接
室

女
性
用

ト
イ
レ

男性用トイレ

エ
レ
ベ
ー
タ

議
員
控
え
室

本会議場に
来てみませんか？

役場庁舎に着いたら、階段か
エレベータで、３階へお越し
ください。

１階玄関左側にあるホワイトボード

受付は3階の議会事務局。
資料と傍聴券を受け取ったら、
傍聴席入り口へどうぞ。

次の９月定例会では、
平成30年度の決算
審議を行います。
皆さんの傍聴、
お待ちしています。

ここが傍聴席。ご自由にお座
りください（車椅子用スペー
スもあります）。

傍聴席
出入口

傍聴に

議長席

質問席

議員席

執行席

み〜な

1 2 3 1 2 3 1 2 3

1 2 3

傍聴席

1 2 3


